
7．第12回情報科学若手の会シンポジウム報告

名古屋大学工学部岡崎彰夫
AkioOkazaki

情報即理学会プログラミング､ ・ シンポジウム秀員会情報科学芳手の会!観，第/え
回シシ ,ifジウムを兄古屋大学そ幹事枝とLて下記の通ｿ肉催Lた。

日時 日召ねタチ年7RIzB(*)午後｜時～7RI4B(L)午後｜時
場所幹ケ進ロッジ（整田市矢並呵う去沢）
御指導《)た億L'f先生方（五十音'慣）
阿部格彦徒生蝿多屋大学） 大岩元失生(樫槁技術科学大‘学）
後醗宗弓A先生（岐阜大学） 纒杵護先生（大阪大学）

参加名（37兄）
極永均（畠山技術短大） ，山埼勝弘，木下紺ニノ新舞台男，霞山絢則
<京大） ，大場元（日本大） ，広田守攻，蟻田隆危（同亀社火） ，
過＃三四部，原口英男， 高都怨'l ，銭木智（静岡大) ,外山芳人（武
脚野通研） ，西村絢夫，大釦喜一,植田健玲,野寺隆! ﾉ石上多茅，
相場亮，郷古規一郎，村杵純(慮應大） ，今井正治（豊橋技術針学大)，
太田蔑勝,鶴岡信治， j1,鉢;AjD(三堂大） ，吉来伸芳（共立出版) ,

長谷''|純一‘山下雅史，島村日磯,佐織銀康，伊吹明方〃鑑明雄，
大鷹正え， Le恥｡G〃ﾉﾊﾉL<L-･77･ﾐﾝ) ,倦識恒久，岩＃ｲﾆ史，
岡飼彰犬（た大）

ツレホヅウム!‘ ， 謬加名｜人｜人が．向零を提示L, ぞれに対Lて全景で討論す
§上‘, ぅ彬ざをとうた.討論I謬 ,発装内溶侭対L4ﾌのせﾂｼｮﾝ迄殻1ブ'癖究
勺寿ご､とに行ずっ侭。討論,勾容{こつ､'て1萩，適任急方に奪約芝調､鯨､) L′下!§記
Lf・ くこd)先々!二 19， ヤホオホ9ゼッ ､ﾝ塾ンの座長筵務めて' 1 だだ‘'た) /3

日夜1言 13′戸シソアルとハ・ラレノレ」と ， ’ うテーマで座談会そ行壱‘’ ，先生方の御
協力も名'"$' LTE･座談会むig，今朴氏（雀橘枝） ，長谷''|氏（名犬） ， 山下氏
（殆久）の3氏が､ろ薪規分野に詞1 3並列舛鍾にっ‘'て発表Lf。座長'3，今井
氏,､お職､I Lf.座談会d) テーマが， やゃか涙7を’たここそ幹事とLてﾉ良ﾉ圏Lて
‘) 3． ､ﾝﾝポツウムモ通じて幹事として礎し涙≦と‘参，入漁“柚“・関係‘,う
討論が充分に掘ソ下げて行容久謬‘)と ‘ ’うことで，議御蝋ソェゲソガワた目ｵ'§
各自の袴ち埼向縦きてLまうLI) うこ上が’た毬復ぴ見うれ痕。 こ次Iﾐ対して!参′
グ､′L－フ｡て"発表電行写ﾗ か， ラーマモもラツLL厚"3こと等が芳丸ラォ､，今後
の幹斗核の方々の運営の資料延しで1 ,侭信ワォu癖､,でぁ3．7ぁ､ ，絹度幹享
枝,罎應大学に赤感､' しだ。最後1こ ，箇鐸・抽屯さ‘1て御琴加下ざソ ，強力な
御指導を錫,表先生方に心蝿慮謝致Lまず。秤，仰|斗御援助屯、'復だくﾌﾟﾛ
グ･ラ ミング､ ． シンホ･ジゥム券畠会，途〔,ぐ,ﾐ缶､世詫！,痕だ｡,愼前'耳度幹拳校攝群大
学り壱様{こ厚く御ﾈL申し上げ､ぎす。 さうに，今後の箔ケ‘)会の芙展屯切に願うも
ので潟ソf丁。
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第｜セッション （パヮーン情報丸埋，人工知能,､乳のｲ也） …

司会稔永均（富山県立技術短大） 発表差 ？毛＞＜｜え日午後 司会稔永均（富山県立技術短大） 発表差 ？毛＞

誹可･ノ個崎氏（殆大） '3，天気図'ミ丙'うぅ等圧線図記述'言う‘'て炎表Lノ含詫
的・記号的写丸窪令蜑を用‘'て ！ ！うことを述べ､帳。つ‘》で′後惑氏（わ大） 1参，
天気記号誕識の7ﾐめのCP垂と畔I霧､水誠遥芝紹介L痕。大鷹氏（名大)",画
像デ､一タリリ又農及ｲ八､ﾇa蚕室の痕のの会誌型画俵丸窪レステムの実現にっ‘’て莞裳し
た。鶴岡氏（三重大） ’季′線図彩り細線化の一方錨を,紹介L，欠字認識への九用
が目的で′ ヒゲ級生じにく‘1点が特徴で､あ3 ことて述べ,福。広田氏（同鬼ﾈｴ大）

'チ’英語の言語理解ツステムにフ ‘'て諾襄L喪，急如鍾用ブ｡ロク"ラAを用‘,て！ ’

3点か特徴であぅことを途(､痕｡藤田へ(同忠極大) '3，壊式如理含語ALの作
成にっ‘ 'て発謁L辰。 ホスト言語にLISPぞ用しj jFD灯RAN風で,あうと"こと
で､ぁ3．過廿氏（静大） ｜ざ′ アノし。．ソス●ムしベノしで、のう○ログラA自動文書ｲiざ､ソー

ル1こつ‘ 'て莞耒Lf。烏部A(静欠) '3>承筒用のF8IRTkAA/コンハ｡イラの作成
(ミフ!'て‘発表L1ﾐ．丁工57.°・のサブ､セットで､ ′〃βC4Lで､書か水て沸､ソ，嶽,ミ
ェぅ一検出Iﾐ紹急Lたとのことて"ぁ3．銭木4（靜大） ,釈，多ハ｡ス例江刈しコン
パイラリ試作につ‘'て発簔L在。翻訳8詞記憶溶量の潟ｹや他吉語とのLｴﾉVI<
を芳危L表このことで､あう。 （猫永）

第Zセッション（アーキチク今ャ，ひs，マイクロフ｡ログ､ラム）
＜／3日午前 司会外山苫人（武蔵鉾通翻） 発表名 7毛＞
松永へ（畠山技術短大） '参，学内'､導入さ'lwﾐTSS聖ステムのコマシド体鼠
才イルツステム，でニュア'し等!、ついて,黒ｲ癖'|筵もと!ﾐ‘! くつがの向題点を指
摘L伝。 こ瓶ぅの向題の解決に,ま計算機プーカとユーザ､の審椿な協力が不可淀で“
あると恩わ水3．外山<武蔵野通研） 'ま， デ､一夕の炎れでア'しコツ犬･ム電記述す

3テ、‐タフロープログ､ラムとク,ねを並|舛埋罪データフロー計算礎芝示L，毎
令の実行,‘|員序の自由漬と並ずlﾇ4玉里可能性との'勾係にっ‘’て含反Lに。山崎氏（京

’

)ig,&ckuSの提案L恨関溌型プログラ ミ ンク"言語をヒソあウ， ノ イマン型言
語と9相違につ‘,て発表した。 孔の実現性にフ‘'て '訳もくの向鍾が薇さホて11 3
が蝉｡深し,方向Z"ある・木下4(掠大）ばノ APLがノイマン理計算操｛ﾐ適さ電
&' こと喧示L /QA－I 'ミ賑3APL肯↑算擬のエミェL－ツヨン更提案L7ﾐ。ｲ左
線氏〔老大) '3,ek工刺C43ooCのaS・殼計にっ‘'て発表Lた6 #ニコンz､ぁ3

が､衣め')制限が殼計の難6,Lさに犀央〔て 1 ' 3と感じうれ良。龍山唾〈常大） !さ，
eA- 1 のマイボクロフ｡ロク" ぅ令王歳牟的'ご託述ヲ3尺めの高し（､ル倉語にっ‘'て
捷表Lた。村井氏（鹿應大) 13, PDP11/Ioの上で･filｲ仁中のマ'し千つ｡ロセス迦
窪沙課ァ“ ,ミっ ‘’て葵張Lだ。勃更氏（常大）”，計算機の穏違が'人鍾の本当の
幸福に締啄つく ,〕かと ,， う情報斜学に鴇わる緬羨名が趨,す§ここので､守写‘)向悪
にっ‘’て論し槇・計算機1忌膜3人向性の鳶失恋瞳診＜の方々かう始発写逼見が出
され騨啄畷い託題で､易っ在。原口氏（静夫） ,守， コンピュータネツトワーフゼ構

恥弓辰めの計算機結合マイフロプログうム制御”ゞブタ装置を紹介Lだ‘全体
ぞ通して幅戊↓､議題が現われ便。向題勿掘ソ下！γが不ナ分すものもあ，たぷ，ろ
くの方々が乱れそれの難向に良く取ソ超人で古､うれ』頬もLさ芝慮と､夜。

〈外山）
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第3セツレヨン（つppつ"ラ4理論，つ｡ロづうミンプ'言語,吉舘麺理扇）
く／3日牛後 司会太田籍勝(三重大） 発表名8乃＞
本セッションで･の提表'‘ ，前半がラプログラA琿諭ノ人エ知畿,ﾐ 1句す§もので， ノ
後半ぶつ｡ロブ．ラミンク"ツーノレ』底〔型コンパイうに閏33毛ので.ぁ，在。植田氏
（罎應） '訳，出力として従来の樹状の図式で､ !’なく，捷文風の出力定行石弓梗塞
証明シスア公!&つ､'て雄べ痕．相場氏(虐癒大） ,フノフ．ロゥ"うAの検証方さとし
てα‘"八力へわｼ､ ,,tetA｡｡[, fi7(edPein丈"12tAe"ノ並征人哩に〃rTz,行五われ在方式にっ
‘'て詔介L､｡_島村氏（兄大)･ |餅,非次廷性フロー今ヤート図式上並行う｡ロつ'ラ
ム図式1．フ ‘'て述べ涙。石上氏（雛大） ,参， う｡｡，"クション・ システム‘,特徴

齢鰄撫縦悪童撫胤詳幽'襄雛鰐鮭
‘'て述ﾊF3上ともに， 良l1エヂ､イタも｡もうぺぎ,頃そあ!プ在．太田（三重大) '守，
屍γtnn環境FFで･使嗣さホ3 ()くつがのつ｡ログ､ぅミンク'､ツール‘ｼ作威便用談篭述べ
た。 '1，杯氏〈三重穴) lず， ′7パス凪S"【ユンハPイラ喧作成す3途上で向壷と布，
脹点につ’'て述パ病。大場氏（日大) !",Rxs"fが､レスデ4託速用倉語f~Lて使
用で､守3か零9疑向,背,を述べだ．先生方Jソ ，前半につ‘,てﾉ零，具体例で詞,デ3
Fうに，後半(ﾐつ！ 'て'J，厳奇問と !'うこ 上で､手披き!さな‘,力､ 』既存のF,)シス
テAf檀ｦ努力をす3賑う脹等の講評直‘'表だ‘,侭。 （太田）

篭4セツ､ﾝヨン（数値解ｲvf,う°ログラミング'倉語，司り他）
く／争日午前 可会函村細夫〔農ﾉ億） 発表名 ？元＞
この樫ツツョン香'可， 寺手初めに数値辨符'ご関し損耗表があう痕。悉村(雇慮）
'謬,間数計算用アルゴリ穴ムC0R0エcそ用( 'て建立一次方程式を露ﾏｰｶ蕊を
示した．竪亙且〔慮應) Ig, ｢-赦学ソフトウェア覗機間（のそ･寺から<ソ）」別
患r狼断と偏見に涙3数学ソフトウエア傘観」と題Lて，今回の浩寺の会，テー
マに沿った海､右L3'｝発泉電Liﾐ。内喝13, 1やヅケー､ゾのサ〆（､イと鐙学ソフト
ウェアに望むことで､ち’た｡錘童_A<ﾉ蕃慮大) '守，単微分方程式9解堵と して私
gL}ルンケクッヲ輯彊次数'こつ‘)て一搬鋪に拡張LRも｡) り碑涜で発夷L侭。護
乙、このう野Iごま湾内題続あ3の'訊印細侭との感想があ．復、 （かL ，実用的に
厩歩く知ラハて113斗段4位の公ぎが､最もF､1だぅうとのことで,あう径。次いで
プロク、うミニフ･含語に関L便発褒があう友。雌△（名大） 'ﾁ，制御命令4w､""
い､写1 1S･""も｡“イミ"けりrの漂うぅ制御文(!q)ILilq¥)竃付'mpj,3話をL提。こ
戒I冒針L，え放士れだものk機縦を付加ヲ9吋にどの矛ぅ‘哲!診てて〕 て 1 ， 3の
ザと ｡)曾向がて､提。岩村4（傘大) !3, R,tjor-の絶句をL根。失生から ，箔‘,の
だ'､ ﾗ批判台ｳう意見亀E~r古､御瀞あう提. 12〃"""'>,ﾉL氏(た大) ！参』所属Lて
11 3研寅室‘) フ・ロブ"うミンフ･牽填Iミフ ‘'て述べ便．伊｡叉4（玲犬） '伊，諏寅室で
陶発L復ソフトウェア'ﾐ付随すべ･ぎ丈書'Jｸ寡､ !"､で還し, ， ,りLでも文署を増や
すFz) 13す3 イミ'すと､う Lた5F {)が帯雄~，堆炎‘討論が育てれた。 この内題'a,
大学の研項室特有のもので､ ， Lザもと､こて､も大宮ソ ,l,有ソ向題と衣〉て1 13がう
でぁ3う。泉後'こ ， bit編集部①吉茨氏が，計算機室に閉じこも う3．世向に目を
向!ブ”と ‘'ぅ｡*疎か'ブセLた。編集にコンピュータ '3便ゎ看‘ 1のがと ‘ !ぅ瞥向
に対Lて'萩,提行詐数が'ｸな‘}ので無理とのここであう痕｡ 〔西村）
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


